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表１．クリスティーの長編ミステリーのグループ分類（筆者作成） 


































































































































































































だが,英語では country である.“Longman Dictionary of 
Contemporary English (6th ed.)”（P.Education編 2014）で
引くと，countryには以下のような説明がある. 










































































































































































































































































































































10 トラベル 田園 都市 
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心として,ミステリー作家として活躍しつづけた. 
外界では大英帝国がもはや植民地を保つことができ
ず,その地で特権を享受していた軍人,外交官,商人たち
は故国に戻り,イギリス国内に居て海外に投資してい
た有閑階級は資産を失った.戦前までの大英帝国のシ
ステムは崩れ,『バートラム・ホテルにて』で描かれた
ような伝統的ホテルは出自の怪しい経営者によって運
営され,『死者のあやまち』にあるような地主屋敷は称
号詐称の偽貴族に買い取られるといった百鬼夜行の状
況が日常化していった. 
今やポワロ，ミス・マープルは田園を訪れるが，目
の当たりにするのは時代の変遷にほかならない.戦前
のポワロなら，乗る列車は間違いなく特別急行のファ
ースト・クラス，宿舎も超一流ホテルだった筈が，利
用するのは普通の宿屋だし,ミス・マープルに至っては
民宿か知人の家に泊めてもらうしかない. 
本稿の冒頭で,ミステリーの効用を「気晴らし」にあ
ると書いた.イギリスが豊かだった時代,そして今後も
その豊かさがつづくと信じられた 1930 年代,クリステ
ィーのミステリーは確かに質のいい「気晴らし」を,
セレブ的観光への憧れという形で人々に与えてくれた.
対して大英帝国の栄光が失われつつあった 1940～50
年代,イギリス人たちがクリスティーのミステリーを
通して得た「気晴らし」とは,植民地から追われ,自国に
戻ってきたときに,優しく出迎えてくれた田園という
「癒し」であった（C.ワトスン「ノスタルジーの王国」
宮脇孝雄訳）.もはやかつての物質的繁栄を取り戻せる
希望はない.しかし,多くの植民地を失ったとしても,な
お自分たちを受け入れ,精神的豊かさで元気づけてく
れる慰め――それがクリスティーの描いた田園であっ
た. 
その意味で,クリスティーが亡くなる前年に発表さ
れた『カーテン』は示唆的だ.この作品は語り手のヘー
スティングズ大尉がかつてのスタイルズ荘にいるポワ
ロを再訪するところから始まるからである. 
《タクシーはスタイルズ荘の門をくぐった.ここで
はまた現代から遠く昔へ後戻りしたような気がした.
広大な庭は記憶のなかにあるとおりだったが，邸内の
車道は手入れが行き届いていなくて，伸び放題の雑草
が砂利道一面に生いしげっていた.車道を曲がると建
物が見えてきた.外観は昔と少しも変わっていないが，
どう見ても化粧直しが必要なようだった》（クリスティ
ー『カーテン』中村能三訳） 
『カーテン』は実際には戦争中に執筆されたが,自己
の死後発表する予定で,原稿を封印しておいたものと
いわれる.ただ,戦後も手を加えず,とっておいたところ
をみると,戦中彼女が覚えていた将来への予感は,おそ
らく変わらなかったのであろう.いずれにしろ,今やベ
ッド・アンド・ブレックファーストになったスタイル
ズ荘に着いたあと,そこでヘースティングズ大尉は「立
居もままならず，どこへ行くのにも車椅子の厄介にな
らなければならない」（同）ポワロと対面する.最後の
どんでん返しで,元気な真の姿は示されるが，それは当
時のイギリスになお希望が残っていることを，ポワロ
最後の事件で示そうとしたかのようだ.そしてその希
望とは,戦後彼女が書き続けるミステリーの舞台,イギ
リスの田園にあると. 
クリスティーは戦前,鉄道のファースト・クラスや豪
華客船に乗り,植民地を訪れ,セレブ的ライフスタイル
を楽しむものとして観光を描き,人気作家となった.対
して,戦後は時代の変化を認めながら,なおも自らの文
化のよりどころとして田園が残っていることに希望を
もち,イギリスが再生していく反映として,田園グルー
プを深化させていった. 
この田園グループの対象も自然という環境だけでな
く,そのなかに自分たちの社会,生き方,そして希望を自
覚させていった文化をも含むものとして,別の意味で
の観光という言い方が許されるとわたしは思う. 
戦後イギリスで彼女が好意をもった動きを考えれば,
それはグリーン・ツーリズムとナショナル・トラスト
であったろう.グリーン・ツーリズムは 1970 年ころか
ら持続可能な観光として注目されてきたといわれるが
（青木辰司ほか『持続可能なグリーン・ツーリズム：
英国に学ぶ実践的農村再生』2005），そうした観光をす
る人々を『アクロイド殺し』のポワロをはじめ,彼女は
戦前から作品に多く登場させているからである. 
また，後者のナショナル・トラストについて，クリ
スティーは晩年を過ごしたトーキーの別荘をトラスト
に残すことを遺言し，現在同トラストにより，アガサ・
クリスティー博物館として運営されている. 
アガサ・クリスティーは 1930年代に観光を素材にし
たミステリーを書くことにより，今も世界中のファン
たちの心の内に生きている.同時に彼女は生涯を通じ
て，田園に関するミステリーを書き続け，現在にも通
ずる観光を追求することにより,イギリス人の（そして
現在に生きるわれわれ全体の）自己再生を促した作家
でもある.それが彼女を単なる大衆作家にとどまらせ
ることなく,世界的作家とした理由だし,これからの観
光ミステリーにも求められる「深さ」だと,わたしは考
えている. 
